
昭
和
六
十
年
春
頃
か
ら
下
腹
部
に
異
常
が
あ
り
、
そ
の
後
、
六
十
一
年
春
に
突
然
の
下
血
、
三
月
に
日
本
歯
科
大
附
属
病
院
で
結
腸
癌
の
診

断
で
根
治
手
術
を
受
け
、
経
過
も
良
好
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
秋
に
肺
転
移
が
発
見
さ
れ
な
が
ら
六
十
三
年
五
月
二
十
八
・
二
十
九
日
の

第
八
十
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
副
会
長
と
し
て
実
質
的
な
運
営
に
奔
走
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
入
退
院
を
繰
り
返
さ
れ
な
が
ら
、
診
療
、
講

義
、
学
会
発
表
、
執
筆
を
精
力
的
に
こ
な
さ
れ
、
ま
た
中
原
泉
日
本
歯
科
大
新
潟
歯
学
部
長
の
片
腕
と
し
て
、
同
大
学
の
「
医
の
博
物
館
」
の

設
立
に
情
熱
を
傾
け
、
平
成
元
年
九
月
四
日
開
館
に
こ
ぎ
つ
け
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
病
勢
は
徐
々
に
悪
化
し
、
肺
転
移
の
他

に
肝
転
移
も
発
現
し
、
翌
二
年
七
月
十
一
日
に
最
後
の
入
院
と
な
り
、
十
月

本
間
邦
則
評
議
員
の
御
逝
去
を
悼
む

蒲
原
宏
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様
の
無
い
郁
子
未
亡
人
の
寂
蓼
は
如
何
ば
か
り
か
と
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

氏
が
日
本
医
史
学
会
で
最
初
の
研
究
発
表
を
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
三
年
五
月
の
新
潟
市
で
の
第
六
十
九
回
総
会
の
「
新
潟
県
北
部
の
歯

の
民
俗
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
山
形
県
と
の
県
境
で
開
業
歯
科
医
師
と
し
て
地
域
患
者
の
診
療
と
住
民
の
口
腔
衛
生
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
な
が
ら
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
歯
科
医
学
史
料
室
嘱
託
と
し
て
、
歯
科
関
係
の
浮
世
絵
お
よ
び
、
歯
科
学
史
関
係
資
料
の
蒐
集
、
充

実
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
母
校
講
師
、
新
潟
大
学
歯
学
部
の
講
師
と
し
て
、
歯
科
医
学
史
の
教
育
を
病
没
前
ま
で
担
当
さ
れ
、
そ

の
情
熱
に
満
ち
た
誠
実
で
該
博
な
講
義
は
学
生
た
ち
を
魅
了
し
た
。

日
本
医
史
学
会
評
議
員
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
理
事
と
し
て
、
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
第
二
十
三
回
国
際
医
史
学
会
（
一
九
七
二
）
以
後
、

病
い
に
倒
れ
ら
れ
る
ま
で
毎
回
講
演
発
表
を
す
る
常
連
で
、
大
矢
全
節
博
士
亡
き
後
、
国
際
的
に
も
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
。

郷
里
の
山
北
町
で
は
、
本
間
歯
科
医
院
と
い
う
よ
り
も
「
高
浜
屋
」
と
呼
ぶ
方
が
誰
れ
に
で
も
知
ら
れ
る
ほ
ど
の
旧
家
の
生
れ
で
あ
る
。
そ

れ
で
代
為
の
収
蔵
書
画
の
影
響
も
あ
っ
て
、
歯
科
に
関
す
る
多
様
の
浮
世
絵
資
料
を
集
め
、
こ
れ
を
母
校
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
が
、
博
物
館
法

に
よ
る
全
国
で
最
初
の
「
医
の
博
物
館
」
創
立
の
核
と
も
な
り
、
原
動
力
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
氏
の
行
動
と
人
柄
に
は
、
氏
の
た
め
に
動
か

ざ
る
を
得
ぬ
よ
う
な
不
思
議
な
魅
力
が
あ
っ
た
。

中
原
泉
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
長
は
「
ま
さ
に
類
い
ま
れ
な
る
医
療
人
で
あ
る
。
氏
は
朝
に
畑
を
耕
し
、
昼
に
患
者
を
診
、
夜
に
筆
を

執
る
と
い
う
。
新
潟
辺
境
の
府
屋
か
ら
毎
週
本
学
の
史
料
室
に
通
い
つ
め
、
毎
月
欠
か
さ
ず
歯
科
医
史
学
会
例
会
に
上
京
し
、
演
題
を
ひ
っ
さ

げ
て
国
際
医
史
学
会
に
飛
ん
で
い
く
。
そ
の
独
特
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
異
国
の
同
好
と
の
交
遊
は
広
い
。
（
中
略
）
多
芸
多
才
な
医
療

人
の
世
界
と
は
い
え
、
野
に
恐
る
べ
き
人
物
が
い
る
も
の
で
あ
る
」
と
氏
を
評
し
て
い
る
。
抱
容
力
と
見
識
の
あ
る
中
原
部
長
が
あ
っ
て
こ

そ
、
は
じ
め
て
本
間
博
士
の
縦
横
な
医
史
学
研
究
の
活
動
が
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
伯
楽
の
一
顧
を
得
た
」
の
で
あ
り
、
本
間
博
士

そ
、
は
じ
め
て
本
間
博
士
の
畔

は
以
て
瞑
す
べ
し
で
あ
ろ
う
。

新
潟
県
立
村
上
高
等
学
校
を
へ
て
昭
和
三
十
一
年
日
本
歯
科
大
学
卒
業
以
後
病
没
ま
で
の
主
た
る
医
史
学
的
研
究
業
績
を
記
し
て
哀
惜
の
言
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葉
に
代
え
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

単
行
本

論
文
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『
歯
学
史
概
説
』
一
九
七
一
、
医
歯
薬
出
版
。

『
浮
世
絵
に
承
る
歯
科
風
俗
史
』
中
原
泉
・
新
藤
恵
久
・
本
間
邦
則
、
一
九
七
八
、
医
歯
薬
出
版
。

冒
目
昌
日
い
脚
且
２
牌
。
旨
い
具
号
目
黒
曼
旨
口
重
苫
①
、
一
九
八
○
、
医
歯
薬
出
版
〔
（
こ
の
英
語
訳
本
〕
。

『
歯
科
の
歴
史
』
ホ
フ
マ
ン
・
ア
ク
ス
テ
ル
ム
原
著
、
本
間
邦
則
訳
、
一
九
八
五
、
ク
イ
ン
テ
ッ
セ
ン
ス
。

『
新
潟
県
の
医
学
の
歴
史
を
た
ず
ね
て
』
蒲
原
宏
・
本
間
邦
則
、
一
九
八
八
、
西
村
書
店
。

「
新
潟
県
北
部
の
歯
の
民
俗
に
つ
い
て
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
四
巻
一
号
、
一
九
六
八
。

「
明
治
時
代
の
歯
学
に
つ
い
て
」
『
日
本
歯
科
評
論
』
三
五
四
号
、
一
九
七
二
。

「
野
口
英
世
と
石
塚
三
郎
」
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
」
一
巻
一
号
、
一
九
七
三
。

「
第
二
三
回
国
際
医
史
学
会
総
会
に
出
席
し
て
」
同
一
巻
二
号
、
一
九
七
三
。

「
日
本
の
歯
学
略
史
」
『
日
本
歯
科
大
学
講
義
資
料
』
一
九
七
三
。

「
中
原
市
五
郎
と
咬
合
器
」
『
日
本
歯
科
医
師
会
雑
誌
』
二
五
巻
一
○
号
、
一
九
七
三
．

「
第
二
五
回
国
際
医
史
学
会
総
会
に
出
席
し
て
」
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
三
巻
一
号
、
一
九
七
四
。

「
都
内
の
歯
学
史
散
歩
（
上
野
公
園
）
」
同
三
巻
二
号
、
一
九
七
五
。

「
国
際
医
史
学
会
の
旅
」
同
五
巻
二
号
、
一
九
七
七
。

「
義
歯
に
関
す
る
最
古
の
文
献
」
『
日
本
歯
科
大
学
紀
要
』
二
号
、
一
九
八
二
。

「
日
本
に
お
け
る
口
腔
治
療
の
歴
史
」
日
閏
国
ｐ
己
胃
ｚ
弓
国
膀
因
ｚ
○
国
一
巻
八
号
、
一
九
八
二
。

「
近
代
歯
科
医
学
の
先
駆
者
た
ち
」
同
二
巻
一
号
、
一
九
八
三
。

「
歯
科
医
術
と
口
腔
衛
生
の
発
展
ｌ
日
本
の
歯
科
文
化
史
（
英
・
和
文
）
」
同
二
巻
二
号
、
一
九
八
三
．
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ロ
の
巨
富
ａ
ぽ
①
閉
①
胃
９
》
島
①

国
○
吋
の
司
巨
昌
昌
の
凰
○
由
旦
①
昌
冨
目

目
巨
岸
⑦
旦
目
Ｃ
Ｏ
昏
亘
の
廓
閏
】

筐
ゞ
Ｈ
５
．
蝉
○
月
．
届
監
．

「
ゲ
ー
テ
の
友
人
医
師
た
ち
」
同
一
三
巻
四
号
、
一
九
八
七
。

「
消
毒
法
の
歴
史
に
つ
い
て
（
１
）
」
同
一
四
巻
四
号
、
一
九
八
八
。

「
消
毒
法
の
歴
史
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）
」
同
一
五
巻
三
号
、
一
九
八
九
〕

「
歯
科
臨
床
に
お
け
る
注
射
法
の
導
入
に
つ
い
て
」
同
一
六
巻
三
号
、
一
九
九
○
・

口
の
巨
富
島
①
閉
①
胃
９
》
島
①
胃
弓
冠
も
画
昌
ｍ
ｇ
①
昌
冒
且
冨
昌
す
①
画
曾
巨
鳴
昌
．
冒
匡
印
①
眉
目
具
号
の
ｚ
ざ
も
Ｏ
ｐ
ｃ
①
昌
昌
己
昌
く
．
ｚ
】
狩
騨
国
）
邑
認
．

国
○
吋
曾
巨
昌
昌
の
風
９
号
具
巴
呂
侭
⑦
曼
冒
・
盲
で
脚
邑
．
冒
巨
酌
２
．
９
９
号
①
ｚ
ざ
も
。
ロ
ロ
の
具
呉
己
昌
ぐ
．
ｚ
一
黄
回
国
〕
岳
駕
．

目
巨
岸
８
月
。
○
昏
亘
の
廓
脚
且
目
印
＆
〕
四
脚
鼻
。
昌
凋
ｐ
員
○
日
“
旨
ご
底
苫
の
．
（
中
原
泉
共
著
）
目
星
①
冒
具
房
①
国
冒
Ｏ
ｑ
ｇ
ｂ
①
昌
冨
皇
．

「
ゲ
ー
テ
の
顎
間
骨
」
同
。

「
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
の
歯
に
つ
い
て
」
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
一
○
巻
二
号
、
一
九
八
三
。

「
歯
の
名
称
の
変
遷
に
つ
い
て
」
『
歯
界
展
望
』
六
四
巻
三
号
、
一
九
八
四
。

「
歯
の
解
剖
用
語
に
冠
せ
ら
れ
た
研
究
者
名
に
つ
い
て
」
『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
三
一
巻
三
号
、
一
九
八
六
。

「
歯
の
硬
組
織
の
用
語
に
つ
い
て
」
同
一
二
巻
四
号
一
九
八
六
。

（
日
本
医
史
学
会
常
任
理
事
） ぐ

○
房
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